
１　対象地区の現状

２　対象地区の課題

４　３の方針を実現するために必要な取組に関する方針（任意記載事項）

実質化された経営再開マスタープラン

市町村名 対象地区名（地区内集落名） 作成年月日（７回目） 更新年月日（６回目）

八戸市
大館地区
（新井田、塩入、妙、大開、松館、十
日市）

令和３年10月 平成30年12月

ⅰ　うち後継者未定の農業者の耕作面積の合計 137　ｈａ

ⅱ　うち後継者について不明の農業者の耕作面積の合計 ｈａ

④地区内において今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積の合計 4.73　ｈａ

①地区内の耕地面積（※田：69ha＋畑：214ha＝283ha） 283　ｈａ

②アンケート調査等に回答した地区内の農地所有者又は耕作者の耕作面積の合計 212　ｈａ

③地区内における６５才以上の農業者の耕作面積の合計 191　ｈａ

　単一の農業経営ではなく、水稲や花き、乳牛等を中心とした複数部門による農業経営を行い、地域農業を維持させて
いく。

（備考）

　地区内の中心経営体数が少なく、今後中心経営体が引き受ける意向のある耕地面積よりも、65歳以上で後継者未定
の農業者の耕作面積の方が多いため、新たな農地の受け手の確保が必要。

３  対象地区内における中心経営体への農地の集約化に関する方針

　大館地区の農地利用は、中心経営体である認定農業者、認定新規規就農者、営農法人等、計４経営体が担うほか、
入作を希望する認定農業者や認定新規就農者の受入れを促進することにより対応していく。


